
 
 

 
 
 
 

 

未知の課題に向き合い思索する 

『未来の守護者』を醸成する学校 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  No.９ 令和３年１月８日 

  昭島市立富士見丘小学校 

   校長 稲垣 達也 

 

〔問題発見・解決能力の育成〕 

論理的思考力を育む「思索習慣」  

学びに向かう力を育む「探究学習」  

主体的・対話的な「協働的学び」  

 【未 来 を創 造 する児 童 】   
未知の課題に対峙し、答えのない問いに向き合い、正解の無い問題に対して… 

（１）自分の頭で筋道を立て、論理的に考えを巡らせる「思索する児童」 

（２）多面的・多角的に考え、皆が納得できる「納得解を生み出す児童」 

（３）多様な情報を使いこなし、解決策を探る「協働して解決する児童」 

① 学校図書館アクションプラン 

② 言語能力育成メソッド 

③ 作文チャレンジシート 

〔情報活用能力の育成〕  

ICT を効果的に活用した授業改善  

１人１台の端末によるオンライン活用  

各教科等でプログラミング教育  

〔言語能力の育成〕  

学校の中心に図書館を据えた教育課程  

各教科等における言語活動の充実  

書くことの日常化・習慣化  

④ 情報リテラシー指導計画 

⑤ ＧＩＧＡスクール指導計画 

⑥ プログラミング指導計画 

⑦ SDGs思索・思考道場の開発 

⑧ 深く学ぶ「探求ノート」の開発 

⑨ 生活科・総合学習の単元開発 

 

具 体 的 な施 策  

 

【学びの基盤となる資質・能力育成】  
 

カリキュラム・マネジメントによる  
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 皆様、新年を穏やかに迎えられたこととお慶び申し上げます。本年も宜しくお願い申し上げます。 

小寒を過ぎ『冬至より一陽起こる故に陰気に逆らふ故、益々冷える也』寒の入りです。二十四節気

が一巡して立春を迎えるまで、寒さが最も厳しくなります。しかし、一日の内でも「夜明け前が一番

暗い」ように、苦難や雌伏の期間は終わりかけの時期が最も苦しく、それを乗り越えれば事態は好転

すると言われます。春を迎える前に、厳しい寒さに耐え抜くことが必要なのでしょう。 

また、コロナの時代を生きる私たちは、日々、答えのない問いに向き合い、自分の頭で考え、解決

策を探る探究的な姿勢が肝要です。「こうだろうか」「ああだろうか」と思索する習慣が不可欠です。

思索を続けることで、未知の解が生まれます。 

歴史の転換点において、何が重要なことなのか気付く瞬間があります。それが、今です。これまで

の常識や先入観に捉われることなく障壁を突破し、新しい発想で新たな産物を生み出すことが、唯一

の解決策となるでしょう。すべてを創造的な方法で考え直すことができるのです。 

 学校では、現在、このような視点に基づき、次年度の教育課程を以下の事項を中心として編成してい

るところです。今後、2月 6日に学校評価委員会を開催し、最終的な検討をして参ります。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍において、これまではもちろん、この年末年始も休むことなく、日々、私たちの命を守っ

てくださっている医療従事者の方々に向けて、子供たちが感謝や応援の思いを伝えるお手紙を、市内

全小中学校で年度末に取り組みました。本校では、休校中に「頑張っている方々への応援の手紙」を

書いたり、全学年で短作文を書き綴ったり、総合的な学習の時間のテーマとしても学んでいることも

あり、熱心に、気持ちを込めて書いてくれました。その一部をご紹介します。 

医療従事者の方々へ感謝のお手紙  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


